
かわら版 
     

―東地中海地域ニュース― 

イスラエル：アル・カーイダ系テロリストの動向     （7月 18日付「マアリブ」紙） 

 

1． パレスチナ治安筋によれば、現在、ガザ地域内にエジプト国内のアル・カーイダを統括

するハラド・ムスタファ(Khalad Mustafa) が潜伏している模様。 

 

2． 同筋によれば、上記人物は、1～1.5 ヶ月前に自分の側近及びガザからの支援者と共に、

地下トンネルを利用してエジプトからガザに入った。彼の側近は、そのままエジプトに

戻ったところを逮捕された。本人も、１週間前にパレスチナ人数名を従えて一旦エジプ

トに戻ったが、現在は再度ガザに入っている。 

 

3． アル・カーイダに関しては、アッバース PA 大統領も 9 日、「アル・カーイダがハマスの

援助を受けて、ガザ地域内に入域している。」と語っている。 
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